
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
０
４
０
回 

 
川
島
前
代
表
の
慰
霊
と
行
仙
宿
管
理
棟
の
カ
ビ
除
去
、
水
場
整
備
な
ど 

 

◇
実
施
日
；
２
０
１
９
年
９
月 

１
（
日
） 

晴 

◇
参
加
者
： 

医
療
法
人
や
ま
び
こ
会 

理
事
長 

茂
原
治
、
茂
原
佳
代
子
、
平
澤
研
、
寺
中
隆
浩
、
・
梓
・

悠
（
７
歳
）
・
惇
（
４
歳
）
・
惟
（
２
歳
） 

 新
宮
市
； 

 

沖
崎
吉
信
、
橋
本
梓
、
畑
林
清
子
、
大
江
加
代
子
・
徳
子 

 

那
智
勝
浦
町
； 

生
熊
敏
男
・
千
満
子 

 

紀
宝
町
； 

上
村
洋
司
・
和
美 

 

熊
野
市
； 

山
川
治
雄 

 

紀
北
町
； 

樋
口
義
也
、
竹
中
卓
治
、
高
階
鈴
子
・
美
根
子 

 

奈
良
市
； 

乾
克
己 

 

堺
市
； 

 

梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
２
４
名
） 

 

茂
原
先
生
に
は
、
今
回
の
川
島
さ
ん
の
急
死
を
大
変
重
く
受
け
止
め
ら
れ

た
よ
う
で
、
早
々
に
奥
様
、
娘
さ
ん
一
家
を
伴
っ
て
慰
霊
登
山
に
出
向
く

と
の
連
絡
を
頂
い
た
。 

 

前
泊
の
、
先
生
と
奥
様
、
研
君
の
お
三
方
と
、
玉
岡
さ
ん
、
山
上
さ
ん

も
加
わ
り
、
９
名
で
懇
親
の
場
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

９
月
１
日
８
時
半
少
し
前
に
登
山
口
に
着
く
と
、
山
川
さ
ん
は
先
に
到

着
さ
れ
て
い
て
、
以
前
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
登
山
口
水
場
か
ら
林
道
階

段
横
迄
の
パ
イ
プ
設
置
を
進
め
ら
れ
て
い
た
。 

 

パ
イ
プ
の
設
置
が
終
わ
り
、
階
段
の
横
に
水
道
が
付
い
た
よ
う
に
使
い

勝
手
が
良
く
な
っ
た
。 

階
段
横
の
砂
防
堰
堤
下
流
が
土
砂
で
埋
ま
っ
て
い
た
が
、
下
北
山
村
の
ご

配
慮
で
撤
去
さ
れ
、
先
日
の
台
風
で
林
道
を
横
切
る
排
水
路
に
詰
ま
っ
て

い
た
土
砂
も
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
沢
で
の
取
水
も
可
能
に
な
っ
た
。 

 

 
 

 
 

 

登
山
口
に
ホ
ー
ス
延
長 

 
 

 
 
 
 

 
 

川
島
前
代
表
の
慰
霊 

 
 女

性
陣
の
皆
さ
ん
に
は
先
に
行
仙
宿
ま
で
登
っ
て
頂
き
、
管
理
棟
の
整
備

を
お
願
い
し
た
。
残
っ
た
男
性
陣
と
茂
原
先
生
、
奥
様
、
研
君
の
３
人
で

川
島
さ
ん
が
倒
れ
た
現
場
ま
で
登
る
。
線
香
と
菊
の
花
を
供
え
、
生
熊
さ

ん
導
師
で
般
若
心
経
を
唱
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
川
島
前
代
表
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
た
。 

茂
原
先
生
と
奥
様
、
研
君
の
３
人
は
娘
さ
ん
一
家
の
到
着
を
待
つ
た
め
い

っ
た
ん
下
山
さ
れ
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
の
使
用
も
あ
る
か
と
梶
野
君
に
も
下

山
し
て
も
ら
っ
た
が
、
先
生
達
は
全
員
が
徒
歩
で
登
ら
れ
た
の
で
モ
ノ
レ

ー
ル
は
小
さ
な
ザ
ッ
ク
を
運
ん
だ
だ
け
だ
っ
た
。 

 



 
 

 
 

 

茂
原
先
生
ご
一
家
到
着 

 
 

歩
い
て
登
り
始
め
る 

 
 

管
理
棟
の
毛
布
干
し 

◎
水
場
整
備 

 

樋
口
、
山
川
、
竹
中
、
上
村
の
４
名
が
ジ
ョ
レ
ン
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
、

杭
丸
な
ど
を
手
に
水
場
に
降
り
る
。
腐
木
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で
小
切
っ

て
落
と
し
、
約
一
時
間
の
作
業
で
落
石
は
全
て
排
除
し
た
。 

 

 
 

 
 

 

落
石
で
埋
ま
っ
た
水
場
の
復
旧 

 
 

 
 

 

惟
ち
ゃ
ん
（
２
歳
） 

 
 
 

本
日
の
参
加
者 

 
 
 

 

持
ち
降
ろ
す
不
用
品 

◎
管
理
棟
整
備 

 

到
着
時
に
は
毛
布
を
天
日
干
し
。
管
理
棟
内
の
物
を
屋
外
に
出
し
て
水

が
溜
ま
っ
て
い
た
ホ
リ
ゴ
タ
ツ
で
火
を
た
く
作
業
を
さ
れ
て
い
た
。 

 

上
段
右
手
の
備
蓄
品
や
シ
ュ
ラ
フ
、
炊
事
道
具
な
ど
も
全
て
外
に
出
し
、

不
用
品
の
選
別
な
ど
を
手
伝
う
。
管
理
棟
は
密
閉
性
が
高
い
の
で
、
あ

ち
こ
ち
に
カ
ビ
が
発
生
し
て
い
た
。
ネ
ズ
ミ
が
か
じ
っ
た
跡
や
、
小
さ

な
虫
が
発
生
し
て
い
る
段
ボ
ー
ル
が
見
つ
か
っ
た
。 

◎
雨
水
侵
入
の
対
応 

 

屋
根
に
の
ぼ
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
が
、
風
が
強
く
て
大
雨
が
降
っ
た
場

合
は
排
気
口
か
ら
入
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
対
応
は
今
一
度
慎

重
に
検
討
し
、
工
事
が
大
掛
か
り
に
な
る
よ
う
で
あ
れ
ば
木
下
棟
梁
に

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

行
仙
宿
訪
問
時
に
は
、
小
屋
、
管
理
棟
、
倉
庫
、
発
電
機
室
の
扉
・
窓

を
開
け
て
換
気
を
行
う
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。 

不
用
品
は
持
ち
降
ろ
し
て
処
分
す
る
。
使
用
頻
度
の
少
な
い
も
の
は
小

屋
に
残
さ
な
い
よ
う
、
そ
の
都
度
持
ち
降
ろ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 



ビ
ー
ル
、
水
な
ど
賞
味
期
限
の
あ
る
も
の
は
特
に
注
意
し
て
在
庫
管
理

に
努
め
よ
う
。 

午
前
中
に
作
業
の
目
途
を
付
け
て
、
昼
食
後
は
管
理
棟
の
毛
布
や
備
品

を
元 

に
戻
し
、
小
屋
内
の
整
備
を
行
っ
た
後
に
下
山
し
た
。 

茂
原
先
生
の
奥
様
や
娘
さ
ん
も
、
先
生
か
ら
大
峰
や
山
彦
の
話
を
聞
か

さ
れ
て
お
ら
れ
、
一
度
は
訪
問
し
た
い
と
思
わ
れ
て
い
て
「
や
っ
と
来

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。 

な
お
先
生
の
お
孫
さ
ん
の
惟
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）
は
行
仙
宿
来
訪
者
の
最

年
少
記
録
を
塗
り
替
え
ら
れ
た
。 

今
回
、
茂
原
先
生
よ
り
過
分
の
ご
厚
志
を
い
た
だ
い
た
。 

 

Ａ
Ｅ
Ｄ
一
式 

 

金
壱
拾
萬
円 

 

缶
ビ
ー
ル
一
箱 

毎
々
の
お
気
遣
い
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 

  

「
川
島
前
代
表
急
逝
の
経
緯
」
を
会
員
、
会
友
、
関
係
者
の
皆
様
に
約
７

０
部
配
布
さ
せ
た
頂
い
た
。 

 
 上

方
舞 

吉
村
佳
充
さ
ん
よ
り
の
返
信 

 

お
便
り
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
方
を
突
然
亡
く
さ
れ

さ
ぞ
お
嘆
き
の
こ
と
と
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。
山
彦
の

皆
様
が
力
強
く
立
ち
上
が
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
お
り
ま
す
。
川

島
前
代
表
の
生
前
の
ご
厚
志
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 

川
島
前
代
表
に
捧
ぐ 

 
 

 

大
峰
の
神
が
め
さ
れ
し
汝
が
命 

 

は
て
な
き
空
に
ひ
び
け
よ
山
彦 

(

記
；
沖
崎) 

 

 

行
動
タ
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表
の
慰
霊
→10

：10

行
仙
宿 14

：

20

→14

：55

登
山
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